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●
債
務
問
題
の
重
要
性

　

開
発
途
上
国
の
債
務
問
題
は
一
八

八
二
年
八
月
の
メ
キ
シ
コ
の
対
外
債

務
支
払
い
不
能
宣
言
に
始
ま
り
、
数

多
く
の
途
上
国
や
先
進
国
の
商
業
銀

行
を
巻
き
込
み
、
銀
行
の
連
鎖
倒
産

に
よ
る
国
際
金
融
危
機
も
懸
念
さ
れ

る
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
当

初
心
配
さ
れ
て
い
た
国
際
金
融
危
機

は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
先
進
国
政
府
の
対
応
で

回
避
で
き
た
が
、
債
務
を
抱
え
た
途

上
国
は
厳
し
い
経
済
調
整
を
強
い
ら

れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
一
九
九
〇
年
代
で
も

累
積
債
務
問
題
は
国
際
金
融
危
機
と

の
関
連
で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
過
重
な
債
務
の
な
か
で
貧
困
削

減
と
経
済
発
展
を
模
索
し
て
い
る
ア

フ
リ
カ
諸
国
と
の
関
連
で
も
重
要
で

あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
世
界
銀

行
や
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に

よ
っ
て
重
債
務
国
救
済
の
た
め
に
、

Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｈ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
は
「
重
債
務
貧
困
国
」（Heavily 

Indebted Poor Countries

）
で
、
一

九
九
六
年
に
世
界
銀
行
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が

リ
ヨ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
提
出
）
や
「
拡

大
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（
一

九
九
九
年
に
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で

合
意
）
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
Ｈ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
債
務
救
済
の
条
件
と
し
て
当
該

国
に
「
貧
困
削
減
戦
略
文
書
」（
Ｐ

Ｒ
Ｓ
Ｐ
）
の
作
成
も
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

●
債
務
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か

　

対
外
債
務
の
な
か
に
政
府
債
務
が

あ
る
場
合
、
国
が
外
国
に
対
し
て
債

務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
対
外

債
務
の
管
理
は
よ
り
一
層
む
ず
か
し

く
な
る
。
特
に
対
外
債
務
残
高
が
対

Ｇ
Ｎ
Ｉ
（
国
民
総
所
得
）
比
で
も
増

大
し
続
け
る
と
、
債
務
返
済
が
続
け

ら
れ
る
か
が
心
配
に
な
る
。
一
般
に

対
外
債
務
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
が
増
大
し

て
い
て
も
、
発
散
す
る
程
度
で
な
け

れ
ば
問
題
な
い
と
い
う
の
が
経
済
学

的
な
観
点
か
ら
の
理
解
で
あ
る
。
対

外
債
務
が
Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
で
見
て
発
散
し

な
い
条
件
は
金
利
よ
り
名
目
で
見
た

経
済
成
長
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る

（「
基
本
公
式
」
参
照
）。
た
だ
、
現

実
に
残
高
が
大
き
け
れ
ば
金
利
の
上

昇
が
経
済
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え

る
の
で
、
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な

い
。

●
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
レ
シ
オ

　

債
務
決
済
が
可
能
か
、
ど
う
か
の

指
標
と
し
て
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
き

た
の
は
、「
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

レ
シ
オ
」（DSR: Debt Service Ratio

債
務
返
済
比
率
）で
あ
る
。
こ
れ
は
、

対
外
借
入
の
元
本
・
金
利
の
返
済
額

を
輸
出
額
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
指
標
が
利
用
さ
れ
る
の
は
、
対

外
債
務
は
輸
出
で
外
貨
を
稼
ぐ
以
外

に
返
済
の
方
法
が
な
い
と
い
う
理
由

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
指
標
に
は
特
に
経

済
理
論
に
よ
る
論
拠
が
な
く
、
ま
た

実
際
の
推
計
で
も
問
題
が
あ
る
。
た

と
え
ば
指
標
に
使
わ
れ
る
債
務
返
済

金
額
は
現
実
に
実
行
さ
れ
た
返
済
額

基本公式：債務負担が発散しない条件

　利払いの必要のある対外債務残高をB、GNIをYとすると、
債務残高の対GNI比率が発散しない（B／Yが時間とともに減
少していく）ためには

となる必要がある。ここで「Δ」は変数の変化分を表す。TB
を貿易収支（ただし赤字をプラスとする）と貿易外収支の和
から対外投資収益収支を差し引いたもの、rを利子率とすれば、

ΔB＝ TB＋rB
であるから、上の条件は

TBが赤字でプラスの時は利子率よりも経済成長率が高くな
ければならない。TBが黒字でマイナスの時は利子率が経済
成長率よりも高くてもよいが、第二項の大きさがTBのマイ
ナスを上回ってはならない。高金利になると経済成長率の低
下は債務問題を悪化させる可能性がある。

すぐに役立つ開発指標の話
第16回
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で
あ
る
た
め
、
債
務
返
済
の
不
履
行

に
伴
っ
て
返
済
が
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
そ
の
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

レ
シ
オ
が
、
逆
に
本
来
あ
る
べ
き
水

準
よ
り
高
く
な
り
、
実
態
と
は
反
対

の
評
価
を
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
デ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
レ

シ
オ
は
輸
入
や
外
国
か
ら
の
援
助
、

直
接
投
資
な
ど
の
他
の
対
外
取
引
や

外
貨
準
備
の
水
準
な
ど
も
無
視
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
統
計
の
公
表
が
遅

れ
、
変
動
金
利
建
て
に
よ
る
借
り
入

れ
が
多
く
な
れ
ば
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

（London inter-bank offered rate
）
な

ど
の
基
準
と
な
る
金
利
の
変
動
が
大

き
く
な
り
、
支
払
利
息
金
額
の
予
測

も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。た
だ
し
、

資
本
流
入
が
な
け
れ
ば
、
輸
出
額
し

か
債
務
返
済
の
た
め
の
外
貨
が
獲
得

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
比
率
が
大
き

く
な
り
す
ぎ
る
と
、
債
務
返
済
が
不

可
能
に
な
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

表
と
グ
ラ
フ
は
世
界
の
各
地
域
の

債
務
指
標
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
全

般
的
に
見
て
債
務
指
標
の
改
善
が
大

き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
サ
ブ
サ

ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
の
デ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

／
輸
出
比
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ

の
背
景
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
等
の
債
務
免
除
の
効
果
や
輸

出
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
が
あ
る
。

●
債
務
削
減
の
難
し
さ

　

債
務
削
減
に
は
債
務
免
除
（debt 

forgiveness

）、
債
務
の
証
券
化

（securitization

）
な
ど
の
方
法
が
あ

る
が
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
債

務
国
が
新
規
融
資
を
投
資
に
使
っ
て

も
そ
の
経
済
的
成
果
が
全
て
債
権
国

に
流
出
す
る
よ
う
で
は
新
規
融
資
を

投
資
に
振
り
向
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
が
債
務
国
に
は
働
か
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
債
務
の
デ
ィ

ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
効
果
」
が
実
際

に
働
く
か
ど
う
か
に
関
す
る
実
証
研

究
の
結
果
は
、様
々
で
あ
る
。
た
だ
、

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
途

上
国
に
は
過
大
な
債
務
が
蓄
積
さ
れ

て
い
く
に
つ
れ
て
投
資
に
負
の
影
響

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
債
務
が
あ

る
こ
と
自
体
が
投
資
の
効
率
、
生
産

性
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
マ
ク
ロ
政

策
環
境
へ
の
悪
い
影
響
（
重
債
務
国

政
府
の
構
造
改
革
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ヴ
の
欠
如
等
）
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務

残
高
と
投
資
率
の
間
に
正
の
相
関
が

あ
る
限
り
債
務
削
減
を
実
施
し
て
も

投
資
が
回
復
し
な
い
可
能
性
は
あ

る
。

（
の
が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

　

本
文
中
の
債
務
問
題
の
事
実
経
過

は
国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
編
﹇
二

〇
〇
四
﹈『
国
際
協
力
用
語
辞
典
（
第

三
版
）』
国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、

寺
西
重
郎
﹇
一
九
九
五
﹈『
経
済
開

発
と
途
上
国
債
務
』
東
京
大
学
出
版

会
な
ど
を
参
照
し
た
。デ
ッ
ト
・
サ
ー

ビ
ス
・
レ
シ
オ
の
問
題
点
は
井
上
久

志
﹇
一
九
八
五
﹈『
カ
ン
ト
リ
ー
リ

ス
ク
の
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
八
八
―
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。
債
務
削

減
効
果
の
実
証
研
究
の
現
状
は
中
村

亨
﹇
二
〇
〇
八
﹈『
経
済
発
展
の
計

量
分
析
』
晃
洋
書
房
を
参
照
し
た
。

「
基
本
公
式
」
の
債
務
負
担
が
発
散

し
な
い
条
件
は
西
川
俊
作
編
﹇
一
九

九
五
﹈『
経
済
学
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』

東
洋
経
済
新
報
社
、
四
六
〇
―
四
六

一
ペ
ー
ジ
の
解
説
を
参
照
し
た
。

表　債務の指標 
デットサービス／輸出

2000年 2007年 2008年

東アジア・太平洋 11.4 4.4 3.9

欧州・中央アジア 18.2 18.2 18.6

ラテンアメリカ・カリブ 38 15.7 14

中東・北アフリカ 13.3 5.9 5.3

南アジア 14.6 12.4 8.4

サブサハラアフリカ 11.5 5.4 3.3

（注）単位はパーセント。
（出所）World Bank ［2010］ Global Development Finance: External Debt of 
Developing Countries, Washington DC. World Bank, p.5 Table5.

図　デットサービス／輸出 

（出所）World Bank ［2010］ Global Development Finance: External Debt of 
Developing Countries, Washington DC. World Bank, p. 5 Table 5
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